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『JAGAT info』は最新の経営情報・
技術トレンド・ビジネス動向など、
印刷関連産業の総合情報誌です。

公益社団法人 日本印刷技術協会発行

『JAGAT info7月号（7月15日発行）』の特集ページ

「デジタル印刷最前線（デジタル印刷の今日・明日・未来）」

で当社の取組み～オフ輪会社のデジタル印刷への

挑戦～が紹介されました。

 デ ジ タ ル 印 刷 最 前 線

わざ『これはデジタル印刷です』とことわることはし

ない。同業者であればともかく、一般のクライアント

がデジタル印刷だからといってクレームを出すことは

100人中100人ない。それだけの品質になっている。

オフ輪から一気にオフセット枚葉機を飛び越えてデ

ジタル印刷機を導入したことで、（営業などの）考え方

を変えるのに時間がかかった。しかしデジタル印刷を

やらないことには小ロット・バリアブルなどの可能性

をお客さまには認知していただけない。設備投資を躍

起になって回収するのではなく、少しずつ経験値を積

んで、（デジタル印刷市場が拡大する）来たるときに備

えたい。市場も拡大していて、見逃すわけにはいかない。

また、デジタル印刷は『きっかけ』になると考える。

新規の顧客にとってオフ輪のチラシは敷居が高い。（端

物などの）ライトな印刷物から入っていただいて、オ

フ輪のチラシにもつないでいければ。デジタル印刷に

よって、企画の幅も広がっていくと思う」。

営業の意識改革も大事だが、「仕事を受注する仕組み

づくり」が大切であると加藤執行役員は考えている。

同社は2015年、栃木県の口コミ情報サイト「栃ナ

ビ！」を展開する印刷会社・ヤマゼンコミュニケイショ

ンズとの縁で、「湘南ナビ！」を開設した。「栃ナビ！」

フランチャイズは原則1都道府県に1サイトだが、あ

えて商圏が絞れ、ブランドも高く、人気の商店やレス

トランも多い湘南地域をエリアに選んだ。編集・取材

スタッフは約20人、加盟店舗は1年で1700店舗を超

える。ページビューは1日約1万、ユーザーはほとん

どが30～40代の主婦である。現在の加盟店舗は無料

会員であるが、ポータルサイトの目安である3000店

舗を超えた後に、有料会員も募っていくという。

「湘南ナビ！」を印刷受注につなげる計画も進んでい

る。一つは消費者接点を生かした印刷物づくりである。

例えば「湘南ナビ！」のユーザーにアンケートを募れ

ば、あっという間に数千件の意見を集められる。その

意見を反映して、消費者目線のチラシのデザインを磨

く。流通などの顧客企業にとっても、消費者の声は説

得力があるだろう。

もう一つは、加盟店舗へのWeb to Printシステムの

構築である。タウン誌や流通などの大型法人を顧客と

してきたが、地元の小商店の販促物という新しい市場

が開かれるチャンスである。デザインテンプレートを

用意し、自由度はある程度制約することで、一般のユー

ザーでも手軽に制作できるシステムを構築するという。

加藤執行役員は「これまで受注産業だったが、仕事が

自然と入ってくる仕組みというのはこれまでにない体

験。Web to Printの反応を見極めた上で、今後の展開

も考えていきたい」と話す。

「オフ輪にしろ、デジタル印刷にしろ、新しいビジネ

スで大事なのはビジネスモデルなどという大がかりな

ものでなく、創意工夫や、今まで考えられてなかった

『気づき』だと思う。例えば価格競争の激しいフォト

ブックにしても、戦隊もののキャラクターとタイアッ

プできるフォトブックを製作している印刷会社もあり、

高い値付けができる。そういった気づきを大切にして

いきたい」

大ロットのオフ輪から小ロットのデジタル印刷へ、

さらには口コミサイトやWeb to Printへと事業領域を

広げる山協印刷。印刷主体・マス主体のビジネスから

どのような変革を遂げるのか、今後の展開にも注目で

ある。
（研究調査部　光山 忠良）

「湘南ナビ！」http://www.shonan-navi.net/
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が、見当がずれることもなく、綺麗に仕上がる。特に

同社が評価しているのは、オフセットでは難しいゴー

ルドとCMYKの掛け合わせが可能なこと。高級感や表

現の幅が一気に広がる。ゴールドは名刺などのスポッ

トのほか、正月向けのPOP、慶事等の案内状などで有

効に使われているという。

クリアトナーも高付加価値の武器だ。5胴目でクリ

アトナーを印刷した後に、グロッサーによる熱処理で

光沢を出すこともできる。さらに厚盛り用のクリアト

ナーにより、盛り上げ印刷も可能。通常の盛り上げ効

果だけでなく、デザイン部分以外を盛り上げ印刷する

ことで、押しの効果も出せる。

長尺印刷は最大914mmも可能。A4の巻き三つ・観

音折りパンフやビールメーカーの居酒屋用店内ポスター

などで活躍している。

以上の機能で、ポスターのほか、名刺・トレーディ

ングカード、ポイントカード・クーポン券・A4チラシ

など多様な仕事をこなしている。ロットは1000前後

が多いが、6000通しなども楽にこなせる。一方で名

刺の仕事で5枚通しの仕事もある。現在は菊四裁ベー

スで月産6万枚ほどであるが、内製化の効果は出てい

る。なお同社にはアメリカ・コダック社から認証を受

けたオペレーターもいる。

インラインフィニッシャーも有効活用
「DocuColor7000」の老朽化に際し、2015年、コ

ニカミノルタの粉体トナー印刷機「bizhub PRESS」を

一気に3台導入した。カラーの「1060」「1070」、モノ

クロの「1250」である。色校正が必要な2階の制作部

門に1台と、NexPress導入を機に1階に設けたデジタ

ル印刷部門に1台、それぞれ必要と考えたためである。

さらにモノクロも1台導入したことで、冊子やペー

ジものもこなせるという判断もあった。

しかし同時に、意外な理由もあった。後加工機用途

としての活用である。同社はオフ輪会社であり、枚葉

印刷会社のようにオフラインの後加工機は充実してい

なかった。そこで中綴じから無線綴じ、Z折りまでを

搭載する「bizhub PRESS」のインラインフィニッ

シャーに白羽の矢が立った。「bizhub PRESS」のイン

ラインフィニッシャーはbizhub PRESSの出力紙だけ

でなく、他の印刷機で出力した印刷物のフィニッシャー

としても使える。例えばNexPressで印刷した印刷物

をbizhub PRESSのフィニッシャーでZ折りするなど

である。

「bizhub PRESS」のインラインフィニッシャーは中

綴じ、無線綴じなどさまざまな加工が可能で、自費出

版の仕事なども入り始めている。

現在のデジタル印刷機体制は以上のNexPress1台と

bizhub PRESS3台である。

Web to Printで受注の仕組みづくり
数十万枚、数百万円単位のオフ輪の仕事をメインに

してきた同社。営業をはじめ、デジタル印刷への意識

改革はどのように進んだのだろうか。経営戦略におい

てどのように位置付けているのだろうか。加藤執行役

員は次のように話す。

「営業は当初のデジタル印刷への抵抗感はほとんどな

くなった。顧客に対しても、自信のある営業ほどわざ

「NexPress SX3300」。5胴目でゴールドやクリアトナーを使うことで
高付加価値印刷も可能にしている

「bizhub PRESS」を一気に3台導入した。インラインフィニッシャー
を有効活用している
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オフ輪を主力としている山協印刷（神奈川県平塚市）は、2010年からデジタル印刷事業に進出、小ロッ
ト印刷の内製化を図るとともに、ゴールドインクやクリアトナーを生かした高付加価値印刷に取り組んで
いる。口コミサイトをフックとしたWeb to Printの構築も進めている。

PODの先入観を払しょく
山協印刷は1949年創業、従業員110人の印刷会社。

当初は地元・平塚の商業印刷が中心だったが、1975年

にオフ輪を導入、東京営業所を開設し、事業を拡大し

ていった。現在はB系オフ輪を4台擁し、チラシやタ

ウン誌を県内外から受注している。

特に特許を取得しているB4の6ページ建てや巻き三

ツ折りなどインラインの特殊技術で差別化を図ってい

る。B4の6ページ建てはタウン誌などで重宝され、B4 

巻き三ツ折りは企画力のある広告媒体として広告代理

店や大手印刷会社からの受注も多いという。

オフ輪会社である同社が2010年にデジタル印刷機

を導入したのは、まさにオフ輪会社であることが理由

の一つだった。21人もの営業が受注してきた案件には

小ロットの仕事も多くあり、内製化を図りたいという

思惑があった。かつてはオフセット枚葉印刷機も持っ

ていたがすでに破棄しており、オフセット枚葉印刷機

を改めて導入するには、オペレーターの教育も、機械

や諸資材のスペースも必要だった。そこで省スペース

でスキルレスのデジタル印刷機を導入することになっ

た。色校正用途にも使え、3台のレーザープリンター

を集約できるということもあり、デジタル印刷機の導

入を決めた。

最初は富士ゼロックスのカラーオンデマンド機

「DocuColor7000」を導入した。デジタル印刷機の黎

明期の印象から品質面で危惧していたものの、実際の

品質を見て社内の抵抗感も払しょくされたという。

5胴構造と長尺印刷で提案の幅広がる
その後も小ロットの仕事は増えていき、さらなる内

製化を図るために2013年、コダックの菊四裁粉体ト

ナー印刷機「NexPress SX3300」を導入した。

当初、他社製の粉体トナーのハイエンド機と、液体

トナー機を含めた3台を検討していたが、決め手になっ

たのは発色の良さだと加藤己喜夫

執行役員は話す。「当社の営業に機

種名を知らせずに、成果物（印刷

物）だけを見せたところ、ほとん

どの営業がNexPressの成果物を

選んだ。当社はチラシなど商業印

刷の仕事が多く、営業も鮮やかな

発色の方が顧客に評価されると判断したのだと考える」。

「NexPress SX3300」はこのような高品質と毎時表

裏1500枚（菊四裁）の生産性を誇るが、その他にも

大きな特徴がある。5胴構造と長尺印刷が可能なこと

である。

同機では5胴目にゴールドや特色、さらにはクリア

トナーを使うことで、高付加価値印刷が可能になる。

ゴールド対応のNexPress導入は同社が国内初。例

えば名刺などでライン一本ゴールドを使うことがある

加藤己喜夫執行役員

オフ輪会社のデジタル印刷への挑戦
山協印刷株式会社
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https://www.jagat.or.jp/

